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１．技術等の概要 

 地中連続壁と遮水シートによる複合遮水構造の遮水壁を構築する。遮水シート同士の接

合部は水中超音波溶着することで止水性を確保する。提案技術の特徴を以下に示す。 

(1)地中連続壁中に遮水シートを挿入することで、連続壁材料（コンクリート、アスファル

トマスチック等）に漏水箇所が発生しても遮水シートによる止水機能を確保できる。 

(2)遮水シート同士は、溶着により接合することで止水機能を確保する。 

(3)遮水シート同士の溶着は、水中超音波溶着技術により行う。これにより、地中連続壁施

工時の泥水中での遮水シートの溶着が可能である。 

(4)水中溶着は水中超音波溶着機による自動溶着であるため、作業員の被爆量低減が可能。 

(5)水中溶着技術は、他の遮水構造の継手部の接合にも適用可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 超音波溶着技術の概要        図-2 遮水シートによる複合遮水構造概要図 

２．備考 

■開発・実用化の状況（国内外の現場や他産業での実績例、実用化見込み時期を含む) 

(1)超音波溶着技術は、遮水シート等の接合方法として、一般的に適用されている。 

(2)水中超音波溶着技術は、湖底面に設置した遮水シート同士の接合で実績がある。 

 以上により提案技術は早期実用化が可能である。 

 

■開発・実用化に向けた課題・留意点 

 (1)鉛直方向の水中超音波溶着機の開発 

 (2)遮水シートの耐放射性 

 

■その他（特許等を保有している場合の参照情報等） 

 提案工法：特許申請中 
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高周波電気エネルギーを機械振動エネルギーに変換し、増幅後、
ホーンと呼ばれる共鳴体を通して溶着される材料に伝達されます。
伝達された振動エネルギーによって溶着材料同士を摩擦することで
境界面において強力な摩擦熱を発生させ、材料を溶融させることで
溶着を行います。
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